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　中部大学で は 平成 4 年か ら全面的 な カ リ キ ュ ラ ム の 改革に着手 し、 平成 7年か ら新 カ リキ ュ ラ

ム へ の移行 を実施 した 。 特に、外国語関連 の カ リキ ュ ラ ム は大きく姿を変えた 。 現在 、 新カ リ

キ ュ ラ ム は 3期 目 を向かえて い る が、こ こ に 至るまで の経過 を説明 し、様々 な問題点 を指摘 した

い e1

． 新 IB外 国語関 連 カ リキ ュ ラムの比較

　 日　 玉
；五

力 1
キ ュ ラ ム

　 （工学部 ・経営情報学部）

区分 授業科 目 毎週授業時問数 （単位数x2 ＞ 備 　考

1 11 m IV 年

1 2 3 4 5 6 7 8 学　期

外 英語Al，A22 2 英語へ B4 単位は

英語BLB22 2 必修
国 英語Cl，C2 2 2 英語CD ，EJ7か ら

英語CI，C2 2 2 4 単位必修

語 英語D 】，D2 2 2

英語ELE2 2 2
科 英語FLF2 2 2

英語GIβ2 2 2
目 ドイフ語 1−−VI2 2 2 2 2 2

フランス語レ V12 2 2 2 2 2

※ B の 半数は LL で行 い
、 C 、 D 、 E はそ れ ぞ れ人文的 、 社会文化的 、 科学的内容 と し、 Fは

英会話 。 （学生個 々 の 希望 に よ り履修）

（国際関係学部）

区 授業科 目 毎週授業時問数 （単位数 × 2） 備 　考

1 II HI IV 学　年

1 2 3 4 5 6 7 8 学 期

外 英語1＿IV 8 8 4 4 同
一
言語で 12

語 ドイツ語 ト IV8 8 4 4 単位必修
目 フランス語 1− IV8 8 4 4

英語1．2 4 4 4 4 同
一
言語で 8

専 ドイツ語 L2 4 4 4 4 単位必修 （上記
万 ンス語 L2 4 4 4 4 と別言語〉

門 曜 語 12 4 4 4 4
中国語12 4 4 4 4

科 スへ
’
イン語 1，2 4 4 4 4

韓国語 12 4 4 4 4
目 インドネシア語 12 4 4 4 4

スワU 語 L2 ｝ 4 4 4 4
アラビ ア語 】2 4 4 4 4
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玉 話
カ リキ ュ ラ ム

（全学共通）

区分 授業科 目 毎週授業時間数 （単位数 × 2 ） 備　考

1 II m IV 学　年

1 2 3 4 5 6 7 8 学　期

基 礎 プラクティ舮 英語 （2） （2） 全学必修

基礎 英語A ，B z 2 工 ・経情は

外 英語表現法へ B，C ，D2 2 2 2 外国語を 4
り一テ

’
インク

8A

，B ，C、D 2 2 2 2 単位必修
英会話へ B 2 2 国際は英語

国 上級英会話A ，B，qD 2 2 2 2 4 単位必修
資格英語へ B 2 2
留学英語へ B 2 2

国 時事英語A ，B 2 2
情報英語へ B 2 2
科学英語へ B，C，D 2 2 2 2

科 ピ シ
’
ネ瑛 語A ，B，cp 2 2 2 2

入 門 ドイツ語IJI 2 2
総合 ドイツ語A ，B，CP 2 2 2 2

目 入門 フランス語1，II 2 2
総合フランス語A β，CID 2 2 2 2
入門中国語IJI 2 2
総合中国語A ，B ，qD 2 2 2 2
入門ハ

’
4ン語1

，
H 2 2

総合スペ イン語A ，B ，CP 2 2 2 2
日本語IJI 8 8 日本語は

上級 日本語A ，B ，C ，D 2 2 2 2 留学生 の み

※

総 i覊 筝谿驢 講 P ラス に分ける 。 基礎英語は有資格者 のみ履修可能 。

（国際関係学部）

区分 授業科 目 毎週授業時間数 （単位数× 2＞ 備　考

1 11 III IV 学　年

1 2 3 4 5 6 7 8 学　期

英語1− VI 6 6 4 4 4 4 14 単位以上

専 1
’
イプ語ト VI 6 6 4 4 4 4 を取得

フランλ語ト V1 616 4 4 4 4
中国語1＿VI 6　 ト 6 4 4 4 4

門 姻 イン語1− VI 6 6 4 4 4 4
ロシア語1＿1＞ 4 4 4 4
韓国 語1＿IV 4 4 4 4

科 インドネシ了語1＿IV 4 4 4 4
スワヒ

ll語1＿W 4 4 4 4
アラピァ語i− 1＞ 4 4 4 4

目 応用 英語A ，B，C．D 2 2 2 2
応用 1

’
イフ語A，B ，C，D 2 2 2 2

応用 フランス語A β，qD 2 2 2 2
応用 中国語Aβ，C，D 2 2 2 2
応用 ス・

’
イン語A ，B ，CD 2 2 2 2

※ 全 学部 に 自由科 目単位が 30 単位あ り、

一
部の 指定科 目 を除 い て何で も履修 する こ とが

　可能 。 外国語関連科 目は全科 目と も全学 に解放され て い る 。
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2． カル キ ュ ラム 変更に伴 う問 題点

2 ．1　 旧 カ リキ ュ ラ ム の 問題点

　1 ）学生 に と っ て 選択 の 幅が 狭 く、
ニ ーズ に 対応で きな い

。

　2 ）英語 8単位必 修は 学生 へ の 負担が大 きす ぎる 。

　3 ）や る気の あ る学生 に は 8単位以上学習で きる よ うに すべ きだ 。

　4 ）CAI の 導入等、新 しい 外国語教育 を展開する には カ リキ ュ ラ ム が古 い 。

　5）ク ラ ス で難易度が 異 なる e

　6）再履修 が多 い
。

　7）補完教育が 必要で ある 。

　8）検定試験の 導入 を考慮すべ き。

　9 ）
一

部適切で な い 教 科書 が 選定され る 。

10）全 学生 に
”

生 きた 英語
”

を学習さ せ る べ きだ 。

2．2　 新 カ リキ ュ ラ ム へ の 移行時の 問題点

　1）学生の履 修傾 向 へ の 予測が難 しい 。

　2）学生の履 修自由度 （科 目及 び時問割） をど の 程度確保す るか 。

　3）旧カ リキ ュ ラ ム の 学生の 再履修 を ど の ように 対処 する か 。

　4 ＞担当教員の 振 り分け をどうするか 。

　5）施設設備 は足 りるの か 。

　6） シ ラ バ ス 、 教科書選定をど うする の か 。

2．3　 新カ リキ ュ ラム 実施後の 問題点

　ユ）履修希望の 偏 重が予想以上 に著 しい
。

　2 ＞履修か ら授業開始 まで の 期聞が 短い の で 調整が 困難で ある 。

　3）統一教科書 に対 する評価が一定で ない 。

　4 ）
一
部の 学生 の 科 目選択 に 自主性が あ ま り感じ られ な い

。

　5）教員の 自由裁量度 が狭 め られ る 。

3． 評 価 とま と め

　1）学生の 反応 は概 ね 良好 であ る 。

　2 ）再履修が 半減 した 。

　3 ）教員間の 協力 、 連帯が促進され た 。

　4 ＞不確定要素が 増 し、教務闃連 の 仕事が増 した 。

　中部大学で の 外国語 関連新カ リキ ュ ラ ム へ の 移行 は比較的順 調で 、 実施後の 評価 も良い 言え

る 。
い ずれ に して も 、 カ リキ ュ ラ ム変更 を ス ム

ーズに行 うには 、 英語担当の 教員だ けでは勿論

行 える訳 は な く、 他 の 外国語担当の 教員の み ならず多くの 教員の 理解 と協力を、また 、 施設の

面 を始め大学当局の 協力を必要 とする こ とは言うまで もな い
。 限 られ た人手 と時間で 学生 の ニ

ーズ に合 っ た教育環境 を提供する の は難 しい こ とで はあ る。 しか し 、 大学英語教育が 現在置か

れ た状況か ら見 て 一層 の 努力 が 必要とさ れ よ う。

　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　以　上
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